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模擬-1 解答と解説
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※Excel 2007の解答と解説はP.206、Excel 2003/2002の解答と解説はP.214に記載しています。

◆完成例　

（ファイル「売上集計表.xls」の内容）

●シート「売上集計表（4月）」

●シート「商品カラー別ABC分析」
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解答のポイント

問1 商品カテゴリの文字を取り出す
商品カテゴリごとに集計するために、「商品コード」の文字列から商品カテゴリを表している文字を取
り出します。「商品コード」の中央の1文字が商品カテゴリを表しています。文字列の任意の位置から
指定された数の文字を取り出すには、MID関数を使います。

問2 商品カラーの文字を取り出す
商品カラーごとに集計するために、「商品コード」の文字列から商品カラーを表している文字を取り出
します。「商品コード」の末尾の3文字が商品カラーを表しています。文字列の末尾から指定された数
の文字を取り出すには、RIGHT関数を使います。

問2 複合グラフ
棒グラフと折れ線グラフといったように、2種類以上の異なる種類を組み合わせたグラフのことを「複
合グラフ」といいます。「売上高」と「構成比累計」など、異なる種類のデータをひとつのグラフで示す
場合に使います。
大きな開きのあるデータや単位の異なるデータを複合グラフにする場合は、それぞれのグラフを見やす
くするために「第2軸」を表示します。

操作のポイント

MID関数
文字列の任意の位置から指定された数の文字を返します。

＝MID（文字列,開始位置,文字数）

 ❶ ❷ ❸

❶文字列
取り出す文字を含む文字列またはセルを指定します。
❷開始位置
文字列の何文字目から取り出すかを指定します。
先頭文字から「1」「2」「3」･･･と数えて、開始位置を数字で指定します。
❸文字数
取り出す文字数を指定します。

RIGHT関数
文字列の末尾から指定された数の文字を返します。

＝RIGHT（文字列,文字数）

 ❶ ❷

❶文字列
取り出す文字を含む文字列またはセルを指定します。
❷文字数
取り出す文字数を指定します。
※文字数は、省略できます。省略すると、「1」を指定したとみなされ、右端の1文字が取り出されます。
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OPEN ファイル「売上実績データ」「売上集計表」を開いておきましょう。

① （スタート）をクリックします。
②《ドキュメント》をクリックします。
※Windows XPの場合は、 →《マイドキュメント》をクリックします。

③フォルダ「日商PC検定データ活用2級完全マスター」をダブルクリックします。
④フォルダ「模擬試験」をダブルクリックします。
⑤ファイル「売上実績データ」を選択し、 を押しながら、「売上集計表」を選
択します。

⑥選択したファイルを右クリックし、《開く》をクリックします。

 問1
●VLOOKUP関数（メーカー・商品名・販売単価・仕入単価の表示）

①ファイル「売上実績データ」が表示されていることを確認します。
②シート「売上データ」の列番号【C：F】を選択し、右クリックします。
③《挿入》をクリックします。
※4列挿入されます。

④シート「商品一覧」のセル範囲【B1：E1】を選択します。
⑤《ホーム》タブを選択します。
⑥《クリップボード》グループの （コピー）をクリックします。
⑦シート「売上データ」のセル【C1】をクリックします。
⑧《クリップボード》グループの （貼り付け）をクリックします。
⑨セル【C2】に「＝VLOOKUP（$B2,商品一覧!$A$2：$E$34,2,FALSE）」と入力
します。
⑩セル【C2】を選択し、右下の■（フィルハンドル）をセル【F2】までドラッグします。
⑪ セル【D2】を「＝VLOOKUP（$B2,商品一覧!$A$2：$E$34,3,FALSE）」と修正
します。
⑫セル【E2】を「＝VLOOKUP（$B2,商品一覧!$A$2：$E$34,4,FALSE）」と修正
します。
⑬セル【F2】を「＝VLOOKUP（$B2,商品一覧!$A$2：$E$34,5,FALSE）」と修正
します。
⑭セル範囲【C2：F2】を選択し、右下の■（フィルハンドル）をダブルクリックします。
※列番号【C：F】の列幅を調整しておきましょう。

●MID関数・VLOOKUP関数（カテゴリコード・商品カテゴリの表示）

①シート「売上データ」の列番号【C：D】を選択し、右クリックします。
②《挿入》をクリックします。
※2列挿入されます。

Excel 2007


